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近
代
日
本
を
手
助
け
す
る
御
雇
外
国
人

十
八
世
紀
末
期
か
ら
外
国
の
船
舶
が
日
本
近

海
に
出
没
し
は
じ
め
、
次
第
に
頻
度
が
増
加
し

て
き
た
た
め
、
幕
府
は
一
八
二
五
年
に
異
国
船

打
払
令
を
発
令
す
る
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
清
国

が
イ
ギ
リ
ス
に
惨
敗
し
た
情
報
に
よ
り
、
異
国

へ
の
対
抗
は
困
難
と
判
断
し
四
二
年
に
撒
回
す

る
。
そ
の
結
果
、
欧
米
の
船
舶
が
次
々
に
到
来

し
は
じ
め
、
五
三
年
と
翌
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の

M
・
ペ
リ
ー
指
揮
の
艦
隊
が
浦
賀
に
入
港
、
幕

府
に
開
国
を
要
求
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。

そ
の
影
響
で
国
内
は
開
国
勢
力
と
攘
夷
勢
力

が
対
抗
す
る
状
況
に
な
り
、
天
皇
の
勅
許
な
く

日
米
修
好
通
商
条
約
な
ど
安
政
五
カ
国
条
約
を

締
結
し
た
大
老
の
井
伊
直
弼
を
脱
藩
し
た
水
戸

藩
士
が
桜
田
門
外
で
暗
殺
す
る
事
件
な
ど
が
頻

発
し
た
。
し
か
し
外
国
の
実
情
を
調
査
す
る
た

め
、
幕
府
が
一
八
六

0
年
代
に
派
遣
し
た
遣
米

使
節
、
遣
欧
使
節
、
遣
仏
使
節
、
遣
露
使
節
に

参
加
し
た
人
々
は
彼
我
の
格
差
に
驚
嘆
し
、
攘

夷
は
無
理
と
判
断
し
開
国
と
な
っ
た
。

一
八
六
七
年
十

一
月
、
江
戸
幕
府
第
十
五
代

将
軍
徳
川
慶
喜
が
天
皇
に
政
権
を
返
上
す
る
大

政
奉
遠
と
な
り
王
政
復
古
が
実
現
す
る
。
年
号

は
明
治
と
な
り
、
江
戸
を
東
京
と
改
称
し
て
京

都
か
ら
遷
都
、
江
戸
時
代
の
国
家
の
構
造
を
改
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革
す
る
た
め
の
版
籍
奉
還
や
廃
藩
置
県
な
ど
を

実
施
す
る
。
そ
し
て

一
八
七
一
年
に
は
欧
米
諸

国
を
訪
問
し
て
各
国
の
元
首
に
国
書
を
手
交
し
、

江
戸
末
期
に
締
結
さ
れ
た
条
約
の
改
正
を
目
的

と
す
る
岩
倉
使
節
団
を
派
遣
し
た
。

そ
の
結
果
、
彼
我
の
格
差
が
巨
大
な
こ
と
が

明
確
に
な
り
、
欧
米
諸
国
に
対
抗
で
き
る
制
度

や
技
術
の
導
入
の
た
め
、
外
国
の
人
材
を
招
聘

す
る
。
こ
れ
が

「御
雇
外
国
人
」
と
名
付
け
ら

れ
た
人
々
で
、
明
治
の
中
頃
ま
で
に
政
府
雇
用

で
約
六

二
0
0名
、
民
間
雇
用
で
約
一
万
二
五

0
0
名
に
も
な
る

（図
1
)。
法
律
、
金
融
、

外
交
、
軍
事
、
技
術
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
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図2ヘンリー・ダイアー (1848-1918)

対
象
に
す
る
が
、
こ
こ
で
は
連
載
の
趣
旨
か
ら

科
学
技
術
に
関
係
す
る
人
々
を
紹
介
す
る
。

工
学
分
野
の
俊
英
を
育
成
し
た
ダ
イ
ア
ー

当
時
の
欧
米
は
産
業
革
命
の
最
中
で
、
こ
れ

を
追
跡
す
る
こ
と
は
明
治
政
府
の
重
要
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
技
術
分
野
の
人
材
養
成
機
関

と
し
て
一
八
七
一
年
に
エ
部
省
工
学
寮
（
七
七

年
か
ら
工
部
大
学
校
）
を
設
立
、
工
学
分
野
で

は
世
界
最
高
と
評
価
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー

大
学
の
有
名
な
ウ
イ
リ
ア
ム

・
ラ
ン
キ
ン
教
授

に
教
師
の
人
選
を
依
頼
す
る
。
ラ
ン
キ
ン
は
自

分
の
優
秀
な
生
徒
で
あ
っ
た

ヘ
ン
リ
ー
・

ダ
イ

ア
ー

（図
2
)
を
中
心
に
五
名
を
派
遣
し
た
。

＿
八
七
三
年
に
日
本
に
到
猶
し
た
時
点
で
ダ

イ
ア
ー
は
弱
冠
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
当
時
の

平
均
寿
命
が
現
在
よ
り
短
期
だ
と
し
て
も
優
秀

な
人
物
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
の
期
待
は
月
給

に
反
映
し
て
い
る
。
太
政
大
臣
三
条
賓
美
の
月

給
が
八

0
0
円
で
あ
っ
た
が
、
ダ
イ
ア
ー
は
五

0
0
円
で
あ
っ
た
。
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る

と
約
一
五

0
万
円
に
な
る
。
政
府
の
期
待
は
虎

ノ
門
交
差
点
に
新
築
さ
れ
た
壮
麗
な
校
舎
に
も

反
映
し
て
い
る
（
図
3
)
。

一
八
七
八
年
に
明
治
天
皇
臨
席
の
も
と
開
校

の
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
ダ
イ
ア
ー
は
「
公
衆
の

便
益
に
寄
与
す
る
エ
師
を
教
育
し
、
貴
国
の
歴

史
に
新
彩
を
付
与
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
」
と

い
う
趣
旨
の
挨
拶
を
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
の

よ
う
に
、
日
本
銀
行
本
店
を
設
計
す
る
建
築
の

図3エ部大学校 (1880)

東
京
の
丸
の
内
の
一
角
に
三
菱
一
号
館
と
い

各
地
に
名
作
を
設
計
し
た
コ
ン
ド
ル

辰
野
金
吾
、
琵
琶
湖
疏
水
を
完
成
さ
せ
る
土
木

の
田
邊
朔
郎
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
発
見
す
る
化

学
の
高
峰
譲
吉
な
ど
、
近
代
国
家
建
設
に
貢
献

す
る
多
数
の
人
物
を
育
成
し
た
。

十
年
弱
の
任
期
を
終
了
し
て
一
八
八
三
年
に

帰
国
し
た
ダ
イ
ア
ー
は
一
九

0
四
年
に

『大
日

本

・
東
洋
の
イ
ギ
リ
ス
」
と
い
う
大
部
の
著
書

を
出
版
し
、
日
本
の
百
科
事
典
の
よ
う
な
詳
細

な
解
説
と
と
も
に
、
日
本
が
自
由
民
主
の
気
風

を
も
つ
東
洋
の
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
成
長
し
て
ほ

し
い
と
い
う
願
望
を
表
明
す
る
。
出
版
直
前
に

日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
補
遺
と
し
て

「
日
露
戦
争
の
勃
発
」
が
追
加
さ
れ
、
日
本
を

賞
賛
し
て
い
る
。

旅
順
攻
防
以
前
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
を
見
極
め
る
よ
う
に
、
補
遺
に
は
「
日

本
の
将
軍
た
ち
は
将
棋
の
対
局
の
よ
う
に
徹
底

し
て
熟
考
し
、
巧
妙
な
手
筋
を
発
揮
し
な
が
ら

戦
略
を
遂
行
し
た
。
優
秀
な
兵
器
や
装
備
と
と

も
に
軍
隊
と
し
て
の
規
律
や
訓
令
が
勝
利
に
貢

献
し
て
い
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。
自
分
の
生

徒
が
国
家
に
貢
献
し
て
い
る
と
と
も
に
、
日
本

が
東
洋
で
重
要
な
地
位
を
確
保
し
て
い
る
こ
と

に
満
足
し
て
い
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
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う
赤
煉
瓦
造
の
建
物
が
あ
る
。
現
在
で
は
高
層

建
築
の
谷
間
に
埋
没
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

三
階
建
煉
瓦
造
の
建
物
が
連
続
す
る
異
国
の
風

景
で
、

一
丁
倫
敦

（図
4
)
と
表
現
さ
れ
て
い

た
。
時
代
と
と
も
に
改
造
さ
れ
消
滅
し
て
い
っ

た
が
、
こ
の
建
物
の
み
が
美
術
館
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
を
設
計
し
た
の
が
エ

部
大
学
校
教
授
に
招
聘
さ
れ
た
御
雇
外
国
人
ジ

ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル

（図
5
)
で
あ
る
。

東
京
に
遷
都
し
た
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
帝

都
の
都
市
計
画
と
主
要
な
施
設
の
建
築
設
計
は

重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
す
で
に
鉄
道
関
係
や
灯

台
関
係
で
は
一
八
七

0
年
頃
よ
り
多
数
の
建
築

図4一丁倫敦（手前が1号館）

技
師
を
雇
用
し
て
い
た
が
、
日
本
人
建
築
家
を

育
成
す
る
た
め
工
部
大
学
校
に
建
築
の
教
師
を

招
聘
し
よ
う
と
い
う
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
そ

こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
分
野
で
は
有
名
な
ソ
ー

ン
賞
を
受
賞
し
た
若
手
を
対
象
に
交
渉
し
、
コ

ン
ド
ル
が
来
日
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
五
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
誕
生
し
た
コ
ン

ド
ル
は
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
バ

ー
ジ
ェ
ス
設

計
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
日
本
政
府

の
熱
心
な
依
頼
に
よ
り
二
十
四
歳
に
な

っ
た
一

八
七
七
年
に
来
日
し
た
。
早
速
、
エ
部
大
学
校

で
教
育
を
開
始
す
る
が
、
生
徒
は
曾
禰
達
蔵
、

片
山
東
熊
、
辰
野
金
吾
、
佐
立
七
次
郎
、
宮
伝

次
郎
（
途
中
で
病
死
）
の
五
名
で
、
い
ず
れ
も

武
家
の
出
身
で
、
コ
ン
ド
ル
と
同

一
の
年
代
の

若
者
で
あ
っ
た
。

政
府
が
コ
ン
ド
ル
に
期
待
し
た
役
割
は
優
秀

な
建
築
家
の
育
成
と
、
国
家
を
象
徴
す
る
建
物

の
設
計
で
あ
っ
た
。
前
者
を
体
現
し
た
代
表
は

首
席
で
卒
業
し
た
辰
野
で
、
母
校
の
教
授
に
な

る
と
と
も
に
、
日
本
銀
行
本
店
や
東
京
駅
丸
の

内
駅
舎
な
ど
を
設
計
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い

て
は
東
京
帝
室
博
物
館
、
宮
内
省
本
館
、
鹿
嗚

館
、
海
軍
省
本
館
な
ど
公
的
な
建
物
だ
け
で
は

な
く
、
岩
崎
弥
之
助
邸
、
松
方
正
義
邸
な
ど
数

多
く
の
民
問
の
建
物
を
設
計
し
て
い
る
。

し
か
し
コ
ン
ド
ル
が
期
待
に
対
応
で
き
な
か

っ
た
計
画
が
あ
る
。
政
府
は
日
比
谷
か
ら
霞
ヶ

関
一
帯
を
東
京
の
中
心
と
す
る
計
画
を
構
想
し

た
が
、
コ
ン
ド
ル
の
提
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
ド

イ
ツ
の
建
築
家
の
提
案
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ

．
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ド
ル
は
日
本
女
性
と
結
婚

し
、
当
時
最
高
の
浮
世
絵
師
の
河
鍋
暁
斎
に
師

事
し
て
日
本
画
を
習
得
す
る
な
ど
し
、
帰
国
す

る
こ
と
な
く
、
一
九
二

0
年
に
六
十
七
歳
で
麻

布
の
自
邸
で
死
亡
し
、
護
国
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。

日
本
が
開
国
し
た
時
期
の
欧
米
は
科
学
技
術

で
世
界
の
先
頭
に
あ

っ
た
が
、
各
国
に
得
意
分

野
が
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
英
語
で
ネ
ザ
ー
ラ

ン
ズ
、
低
地
と
い
う
意
味
で
、
国
土
の
約
二
五

％
の
標
高
が
海
面
以
下
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

河
川
改
修
の
恩
人
デ
・
レ
イ
ケ
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治
水
や
干
拓
の
分
野
で
は
世
界
最
高
の
技
術
水

準
に
あ
っ
た
。
日
本
で
も
江
戸
や
大
阪
な
ど
多

数
の
巨
大
都
市
が
河
口
部
分
に
発
展
し
て
い
る

た
め
、
頻
繁
に
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
治
水
は
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
当
然
の
よ
う
に
、
政
府
は
河
川
改
修

や
港
湾
建
設
の
技
師
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
招
聘
す

る
。
一
八
七
二
年
に
二
名
、
翌
年
に
は
八
名
が

来
日
す
る
が
、
そ
の
一
人
が
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・

レ
イ
ケ

（図
6
)
で
あ
る
。
高
等
教
育
機
関
で

勉
強
し
た
経
験
は
な
い
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
の

各
地
で
間
門
工
事
の
経
験
が
あ
り
、
有
能
な
技

師
で
あ
っ
た
。
し
か
し
給
与
は
大
差
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
技
師
は
月
給
五

0
0
円
で
あ
っ
た

が
、
デ
・
レ
イ
ケ
は
三

0
0
円
で
あ
っ
た
。

来
日
し
て
最
初
の
仕
事
は
淀
川
の
改
修
工
事

図6ヨハネス ・デ ・レイケ (1842-1913)

図7木曽三川

で
あ
っ
た
。
八
名
の
う
ち
デ
・
レ
イ
ケ
と
ゲ
オ

ル
ギ

・
エ
ッ
セ
ル
が
担
当
し
、
淀
川
の
上
流
ま

で
調
査
し
た
結
果
、
水
源
付
近
の
禿
山
か
ら
流

入
す
る
土
砂
が
氾
濫
の
原
因
と
判
明
し
、
エ
ッ

セ
ル
が
砂
防
ダ
ム
を
設
計
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
建

設
適
地
を
選
定
し
改
修
工
事
が
成
功
し
た
。
こ

の
業
績
に
よ
り
デ

・
レ
イ
ケ
の
月
給
が
増
額
さ

れ
る
と
と
も
に
、
木
曽
三
川
の
改
修
と
い
う
重

要
課
顆
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

濃
尾
平
野
を
流
下
す
る
木
曽
、
長
良
、
揖
斐

の
三
川

（図
7
)
は
頻
繁
に
氾
濫
し
、
一

七
七

四
年
に
は
幕
府
の
命
令
に
よ
り
薩
摩
藩
が
改
修

し
た
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
デ
・
レ
イ
ケ
は

犬
山
城
天
守
閣
か
ら
三
川
が
濃
尾
平
野
に
流
出

す
る
一
帯
を
観
察
、
三
川
が
途
中
で
合
流
し
な

い
よ
う
に
す
る
三
川
分
流
と
い
う
解
決
方
法
を

提
言
す
る
。
し
か
し
、
デ

・
レ
イ
ケ
が
他
所
の

仕
事
に
移
動
し
た
た
め
進
行
せ
ず
、
よ
う
や
く

一
九
―
二
年
に
三
川
分
流
が
実
現
し
た
。

デ
・
レ
イ
ケ
は
全
国
で
港
湾
改
修
と
河
川
改

修
に
活
躍
し
、
途
中
で
短
期
の
帰
国
を
す
る
も

の
の
日
本
に
三
十
年
間
滞
在
、
一
九

0
三
年
に

帰
国
し
た
。
日
本
政
府
は
デ
・
レ
イ
ケ
に
勲
二

等
瑞
宝
章
を
授
与
す
る
が
、
改
修
工
事
の
竣
工

式
典
に
招
待
し
た
り
、
記
念
石
碑
に
名
前
を
記

載
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
御
雇
外
国
人
と
い

う
名
前
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
政
府
は
あ
く
ま

で
手
伝
い
と
し
て
雇
用
し
た
こ
と
を
象
徴
し
て

い
る
。最

近
は
停
滞
気
味
で
あ
る
が
、
一
九
八

0
年

代
の
日
本
は
数
多
く
の
工
業
分
野
で
世
界
最
高

の
国
家
と
な
り
、
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ

・
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」
と
い
う
言
葉
さ
え
流
行
し
た
。
そ

れ
ら
の
源
流
を
探
索
す
れ
ば
、
約
二
万
名
に
も

な
る
御
雇
外
国
人
の
恩
恵
に
到
達
す
る
。
低
迷

し
て
い
る
昨
今
の
日
本
を
再
建
す
る
一
助
と
し

て
、
こ
の
多
数
の
人
々
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た

恩
恵
を
謙
虚
に
見
直
す
こ
と
は
現
在
の
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
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